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なれil渉書し農業委員会だかとI

常和郵年度
員痕れ農窯施策に関する憲■,ユエ「l

套   ERュ学

※ 10月 27日、市長に意見書を提出しました。 (詳細はP5・ 6を ご覧 ください)

《記事の内容》

○長浜市農業委員・農地利用最適化推進委員を紹介 します

○農業・農村の維持的発展のために

一市長へ農業施策に関する意見具申を行いました。一

〇農業者年金で老後の生活を安心サポー ト

○意向調査 継続は米価安定、後継者確保は所得向上

○ながはまアグリネッ トワーク会員募集

○農業労賃・農作業料金集計

P2～ 4

P5・ 6

P6

P7
P8
P8

//委
農
員
業
餐号護昂

会
重嗣

長浜市長 藤井 勇治

/

函
農望騒貿墜

ミヽ僧

員会

副委員長 池田 美由紀

/会 長 角田

農業委員会

/副 会長 脂亦 冨士夫

生

農業委員



会
長
就
任
あ
い
さ
つ

長
浜
市
農
業
委
員
会

会
長
　
角

田
　
功

①
高
月
町
井
口

②
農
業

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し

て

は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま

す
。日

頃
か
ら
、
農
業
委
員
会
活

動
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
委
員
改
選
に
伴

い
、
農
業
委
員
会
臨
時
総
会
に

お
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
会
長

に
就
任
し
、
重
責
を
担
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

長
浜
市
農
業
の
発
展
に
取
り
組

む
べ
く
、
心
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

本
市
の
農
業
は
、
安
全
な
食
糧

供
給
と
広
大
な
農
地
を
守
る
大

き
な
二
つ
の
使
命
を
持

つ
と
と

も
に
、
本
市
の
基
幹
産
業
と
し
て

非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
農
業

情
勢
は
、
農
業
従
事
者
の
減
少

・

高
齢
化
に
よ
る
遊
休
農
地
の
拡

大
や
鳥
獣
被
害
に
加
え
、
今
年
は

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
を
受
け
米
価
が
大

幅
に
下
落
し
ま
し
た
の
で
、
多
く

の
農
業
者
が
生
産
意
欲
を
無
く

し
、
農
業
経
営
に
不
安
を
抱
え
る

深
刻
な
状
況
と
な

つ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

２
０
名
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
２
７
名
が
、
地
域
の
良
き

相
談
者
と
な
り
、
農
業
者
の
思
い

を
本
市

の
農
業
関
連
部
局
に
伝

え
な
が
ら
、
本
市
の
農
業
振
興
に

大
い
に
寄
与
で
き
る
よ
う

一
九

と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
本
市
の
農
地
保
全
、

農
地
利
用

の
最
適
化
は
も
と
よ

り
、
農
業
者
が
夢
と
希
望
の
持
て

る
農
業

・
農
村
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、　
一

層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
ょ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し

て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

長
浜
市
農
業
委
員

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

農
業
委
員
会
の
委
員
改
選
に
伴
な
い
、
令
和
３
年
７
月
２
０
日
付
で
、
任
命

・
委
嘱
さ
れ
た
農
業
委
員
２
０
人
と
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
２
７
人
を
紹
介
し
ま
す
①

◆
農
業
委
員

議
席
番
号
　
氏
名

①
住
所
　
②
職
業

③
就
任
に
あ
た

つ
て
の
抱
負

会
長
職
務
代
理
者

５
番
　
脂
亦
　
一昌
士
夫

①
瓜
生
町
　
②
農
業

③
変
遷
す
る
農
業
情
勢
の
中
、
優
良

農
地
を
守

り
地
域
農

業
の
振
興

に
努
め
ま

す
。

１
番
　
八
若
　
和
美

①
下
八
木
町
　
②
農
業

③
高
齢
化
、
後
継
者
育
成
、
農
地
集

積
な
ど
地
域
農
業
や
農
業
者
を
守
る

活
動
を
通
じ
て
地

域
の
保
全
に
努
め

た

い
と
思

い
ま

す
。

２
番
　
中
川
　
半
弥

①
大
成
亥
町
　
②
農
業

③
農
業
の
再
生
を
目
指
し
て
、
何
を

ど
う
す
べ
き
か
を
常
に
考
え
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
、

微
力
な
が
ら
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

３
番
　
家
倉
　
和
行

①
小
谷
丁
野
町
　
②
農
業

③
自
然
環
境
の
保
全
と
食
料
自
給
率

の
向
上
を
担
う
農
業
の
地
位
の
向
上

ｈ

と
発
展
に
努
め
ま

す
。

４
番
　
多
賀
　
正
和

①
野
村
町
　
②
農
業
　
③
地
域
の
農

地

。
農
業
を
守
る
た
め
、
微
力
な
が

ら
、
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
優
良
が
農
地

が
減

る

こ
と

の

な
い
よ
う
努
め
ま

す
。

６
番
　
森
川
　
ゆ
り

①
高
月
町
東
柳
野
　
②
農
業

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
す
が
、

地
域
農
業
を
持
続
可
能
な
農
業
に
し

ヽ
て
い
け
る
よ
う
、

１

微
力
な
が
ら
努
め

】
て
ま
い
り
ま
す
。

６
番
　
廣
部
　
重
嗣

①
口
分
田
町
　
②
農
業
　
③
農
業

施
策
が
変
わ
り
ゆ
く
中
に
お
い
て

も
、
多
面
的
機
能
を
有
す
る
農
業
が

維
持
発
展
で
き
る

―
‐・よ
う
後
継
者
を
育

て
、
成
長
産
業
と

な
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

７
番
　
森
　
勘
十

①
加
田
町
　
②
農
業

③
規
模
の
異
な
る
農
業
者
が
共
存
し
、

際
電
の
集
約

・
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
等
地
域
の
農
業

を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
活
動
に
微
力

を
つ
く
し
ま
す
。

９
番
　
橋
本
　
治
太
郎

①
川
道
町
　
②
農
業

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域

農
業
を
継
続
し
、
若
い
世
代
へ
引
き

継
げ
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま

す
。
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１
０
番
　
村
方
　
義
昭

①
湖
北
町
大
安
寺
　
②
農
業

③
農
村
の
高
齢
化
が
進
み
、
畑
地

の
雑
草
繁
茂
を
食
い
止
め
る
な
ど
、

遊
休
農
地
対
策

や
、
環
境
保
全
に

努
め
ま
す
。

１
１
番
　
伊
藤
　
泰
子

①
曽
根
町
　
②
自
営
業

③
消
費
者
の
立
場
で
の
中
立
委
員

で
す
。
先
輩
の
委
員
の
皆
さ
ん
の

１
９
番
　
一
一矢
　
秀
雄

①
余
呉
町
新
堂
　
②
農
業

③
長
浜
市
に
お
け
る
農
業
を
取
り
巻

く
状
況
は
湖
辺
か
ら
山
間
地
ま
で
広

範
囲
に
及
ん
で
お

り
多
様
で
す
。
私

は
中
山
間
地
の
間

題
に
微
力
な
が
ら

取
り
組
み
ま
す
。

２
０
番
　
西
橋
　
絹
子

①
内
保
町
　
②
農
業

③
地
域
農
業
が
少
し
で
も
発
展
す
る

よ
う
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す

◆
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員

担
当
地
域
　
氏
為

①
住
所
　
②
職
業

③
就
任
に
あ
た

つ
て
の
抱
負

浅
井
地
域
　
　
秋
田
　
稔
昭

①
小
室
町
　
②
農
業

③
厳
し
い
農
業
情
勢

の
中
、
地
域

農
業
が
、
持
続
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

１
２
番
　
尚
永
　
稔

①
大
寺
町
　
②
農
業

③
最
近
の
農
業
情
勢
は
厳
し
い
も

も

の
で
す
が
、
農
業
委
員
活
動
を

通
じ
て
、
農
業
の

普
及
、
発
展
に
努

め
た
い
と
思
い
ま

す
。

１
４
番
　
北
川
　
一昌
美
子

①
榎
木
町
　
②
農
業

③
持
続
可
能
な
農
業
の
た
め
に
も
、

農
地
の
集
積

・
集
約
化
を
促
し
、

美
し
い
田
園
風
景

を
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ｎ
・
♪

,

１
５
番
　
大
塚
　
一局
司

①
保
多
町
　
②
農
業

③
次
の
担
い
手
と
な
る
方
が
、
明

る
く
見
通
せ
る
職
業
と
な
る
よ
う

ヽ
地
域

の
農
業
を

守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

|

１
６
番
　
阿
辻
　
康
博

①
西
浅
井
町
岩
熊
　
②
農
業

③
地
域
農
業

・
農
地
を
守
る
た
め
勉

強
し
、
地
域
農
業
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、

未
来
あ
る
農
業
を

目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

１
７
番
　
小
畑
　
義
彦

①
木
之
本
町
黒
田
　
②
農
業

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
次
世

代
へ
今
あ
る
美
し
い
農
地
が
引
き

・

継
が
れ
る
様
努
め

り
ま
す
。

て
ま
い

１
８
番
　
池
田
　
美
由
紀

①
湖
北
東
尾
上
町
　
②
農
業

③
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
し
、

定
着
さ
せ
、
地
域
の
農
業
を
次
の

k

世
代
へ
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

長
浜
地
域
　
　
小
川
　
仁
平

①
西
上
坂
町
　
②
農
業

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域
農

業
が
持
続
で
き
る
よ
う
、
微
力
な
が

ら
尽
力
い
た
し
ま

す
。

長
浜
地
域
　
　
加
藤
　
恒
和

①
常
喜
町
　
②
農
業

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
後
継

者
の
育
成
等
、
地
域
農
業
が
持
続

で
き
る
様
、
貢
献

，
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

長
浜
地
域
　
　
齋
藤
　
隆
治

①
国
友
町
　
②
農
業

③
年
々
農
業
情
勢
が
厳
し
い
中
、

ま
た
、
後
継
者
難
の
中
、
地
域
農

業
を
守
る
た
め
尽

く
し
ま
す
。

長
浜
地
域
　
　
藤
田
　
興
史
雄

①
相
撲
町
　
②
農
業

③
大
規
模

・
小
規
模
農
家
が
連
携
、

協
力
し
な
が
ら
地
域
農
業
の
維
持
・

保
全
が
図
ら
れ
る

よ
う
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

静
撃

長
浜
地
域
　
　
松
居
　
利
平

①
南
小
足
町
　
②
農
業

③
農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
と
し

て
、
地
域
農
業
が
持
続
出
来
る
よ

う
無
断
転
用
や
遊

_｀ く f

一理
鶉
勒乖

浅
井
地
域
　
　
西
村
　
一
位

①
尊
勝
寺
町
　
②
農
業

③
農
業
者
の
離
農

・
高
齢
化
が
進

む
中
、
地
域
の
農
地

・
農
業
が
守

‐
ど
ら
れ
る
よ
＞ス

農

業
者
の
一
人
と
し

て
尺
力
し
た
い
と

指
≡

思
い
ま
す
。

浅
井
地
域
　
　
宮
元
　
孫
善

①
草
野
町
　
②
農
業
　
③
中
山
問

地
域
で
は
、
離
農
者
が
加
速
し
て
い

る
昨
今
、
地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
、

何
が
必
要
か
を
早

，　
急
に
考
え
、
対
応

で
き
る
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

ふ綿ｔ〕

浅
井
地
域
　
　
山
田
　
治
男

①
相
撲
庭
町
　
②
農
業

③
地
域
農
業
の
安
定
を
第

一
に
優

先
し
な
が
ら
、
家
族
農
業
を
大
事
に

し
て
い
き
た

い

と
思
い
ま
す
。
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び
わ
地
域
　
中
川
　
哲
博

①
南
浜
町
　
②
農
業

③
土
地
持
ち
非
農
家
が
多
い
現
状
の

中
で
、
地
域
の
農
地
が
遊
体
化
す
る

こ
と
な
く
守
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
ま

す
。

び
わ
地
域
　
林
　
行
宏

①
香
花
寺
町
　
②
農
業

③
地
域
の
方
と
意
識
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
情
報
収
集

し
、
遊
体
農
地
の

と
閣
▼
卿
強覇
謹

湖
北
地
域
　
　
杉
田
　
信
男

①
湖
北
町
速
水
　
②
農
業

③
農
地
を
守
り
、
地
域
農
業
の
維

持

・
発
展
に
つ
な
が
る
様
、
努
め

一れ呻一】Ｂ一てぃきます。

高
月
地
域
　
　
片
山
　
博
之

①
高
月
町
西
物
部
　
②
農
業

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域

農
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
担
い
手

木
之
本
地
域
　
大
谷
　
正
人

①
木
之
本
町
古
橋
　
②
農
業

③
山
間
地
域
に
よ
る
農
地
確
保
、
小

規
模
農
家
の
支
援
を
行
い
、
担
い
手

が
継
げ
る
家
族
農

▲４螂増Ｈ出聰攀拗蜘輔鍬舵嚇
西
浅
井
地
域
　
雨
森
　
茂
昭

①
西
浅
井
町
岩
熊
　
②
農
業

③
農
業
従
事
者
の
減
少
と
鳥
獣
被

害
、
自
然
災
害
等
の
問
題
を
提
議
し
、

持
続
可
能
で
活
力

あ
る
農
業
経
営
の

構
築
に
微
力
な
が

ら
尽
力
し
ま
す
。

ぬ
蕩

西
浅
井
地
域
　
安
藤
　
隆
雄

①
西
浅
井
町
黒
山
　
②
農
業

③
遊
休
農
地
が
少
し
で
も
少
な
く
な

る
よ
う
努
め
て
ま

・
‐
い
り
ま
す
。

丁

西
浅
井
地
域
　
稲
田
　
司

①
西
浅
井
町
　
②
農
業

③
地
域
農
業
を
次
世
代
へ
継
承
す

る
た
め
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
農

業
に
取
り
組
め
る

環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

西
浅
井
地
域
　
上
回
川
　
茂

①
西
浅
井
町
小
山
　
②
農
業

③
地
域
農
業
が
持
続
的
に
発
展
で

き
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

び
わ
地
域
　
吉
川
　
尚
宏

①
早
崎
町
　
②
農
業

③
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
と
、

周
辺
施
設
の
維
持
管
理
に
努
力
さ
れ

て
い
る
小
規
模
農
家
へ
の
支
援
対
策

の

一
翼
を
担
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

虎
姫
地
域
　
　
下
司
　
治

一

①
宮
部
町
　
②
農
業
　
③
農
業
情
勢

が
厳
し
い
中
、
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
離
農

Ⅲ
さ
れ
る
方
か
ら
農

地
を
預
か
り
、
担

い
手
と
し
て
、
地

域
農
業
の
発
展
に

尽
力
し
ま
す
。

(

湖
北
地
域
　
　
岸
田
　
政
乃
助

①
湖
北
町
山
本
　
②
農
業

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
遊
休

農
地
や
違
反
転
用
を
無
く
し
て
地
域

に
貢
献
で
き

る
よ
う
努
力
し
ま

高
月
地
域
　
　
宮
澤
　
幸
次

①
高
月
町
柏
原
　
②
農
業

③
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
農
業
情
勢

の
中
で
す
が
湖
北
地
域
の
美
し
い
自

然
の
中
に
あ
る
優

良
農
地
を
次
世
代

に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
尽
力
し
て
い

き
ま
す
。

木
之
本
地
域
　
服
部
　
昇
司

①
木
之
本
町
西
山
　
②
農
業

③
先
輩
委
員
さ
ん
に
ご
指
導
い
た

だ
き
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
厳

し
い
農
業
情
勢
を

乗
り
越

え

て

い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

余
呉
地
域
　
　
石
橋
　
高
次
郎

①
余
呉
町
上
丹
生
　
②
農
業

③
鳥
獣
被
害
の
少
な
い
農
業
対
策

と
、
遊
体
農
地
が
増
加
し
な
い
よ
う

農
業
を
見
守
っ
て

行
き
ま
す
。

余
呉
地
域
　
　
田
中
　
晴
雄

①
余
呉
町
国
安
　
②
農
業

③
農
業
従
事
者
の
減
少
、
遊
休
農
地

の
増
加
は
地
域
農
業
の
大
き
な
課
題

で
す
。
微
力
な
が

ら
農
地
の
保
全
、

発
展
の
た
め
に
努

力
し
ま
す
。

やt▼

余
呉
地
域
　
　
布
施
　
善
明

①
余
呉
町
坂
口
　
②
農
業

③
中
山
間
地
の
農
業
を
元
気
に
す
る

た
め
、
獣
害
が
少
な
く
、
高
齢
者
で

も
栽
培
が
容
易
な

特
産
品
づ
く
り
を

仲
間
と
協
労

・
協

働
で
勧
め
ま
す
。

余
呉
地
域
　
　
山
根
　
敏
彦

①
余
呉
町
上
丹
生
　
②
農
業

③
中
山
間
、
積
雪
、
鳥
獣
害
と
厳
し

い
環
境
な
ら
で
は
の
目
線
で
、
将
来

に
繋
が
る
農
業
を

目
指
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

農
地
の
こ
と
は

農
業
委
員
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

Ｏ
農
地
を
売
買

日
贈
与
し
た
い
。

Ｏ
農
地
を
転
用

（宅
地

・
駐
車

場
等
）
し
た
い
。

Ｏ
そ
の
他
の
農

地
に
関
す
る
こ

と
等
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農
業

・
農
村
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に

―
市
長
へ
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
具
申
を
行
い
ま
し
た
―

長
浜
市
農
業
委
員
会
は
１
０
月
２
７
日

「令
和
４
年
度
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」
を
藤
井
勇
治

市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
意
見
書
は
、
農
業
者
の
意
見
や
考
え
を
政
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
意

向
調
査
や
日
頃
の
会
話
の
中
で
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
多
様
な
担

い
手

の
確
保
と
育
成

に

つ
い
て

○
生
き
が
い
農
家
の
育
成

。
手
軽
に
始
め
ら
れ
る
家
庭
菜
園
向
け
の
野
菜
講

習
会

・
笹
（

い
農
合

編

通

ンし

茎
晟

係

環

県
Ω

艮

昌
や
Ｊ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
の
よ
アユ
笙
齢
口
容
の
指
導
に
よ
る
播
種

な
縮
縫
霞
で
舘
喫
篭
拷
た
実
証
固
場
で
の
研
修

○
小
規
模
農
家
の
育
成

。
「
小
規
模
農
家
営
農
継
続
支
援
事
業
補
助
金
」
の

拡
充

○
中
規
模

・
大
規
模
農
家
の
支
援

・
農
業
機
械
の
免
許
取
得
や
技
能
習
得

へ
の
支
援

。
「
長
浜
市
生
産
調
整
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
整
備
補
助
金
」

の
拡
充

・
関
係
腰
関
と
連
携
し
た
実
現
可
能
な
市
全
体

の

「
人

・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定

。
Ｊ
Ａ
の
農
業
法
人
が
最
後
の
受
け
皿
と
な
り
え
る

よ
う
市
と
連
携
し
た
体
制
の
検
討

○
女
性
農
業
者
の
支
援

。
な
が
は
ま
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ヘ
の
継
続
し
た

活
動
支
援

。
な
が
は
ま
ア
グ
リ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員

の
拡
充

支
援

・
女
性
農
業
者
を
対
象
と
し
た
農
業
機
械
及
び
経

営
研
修
等
の
支
援

○
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
開
設

大
阪
府
箕
面
市
の

「箕
面
市
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
」
や
茨
城
県
牛
久
市
の

「牛
久
市
農
業

ヘ
ル
パ

ー
制
度
」
を
参
考
に
、
農
業
経
営
者
と
労
働
力
を

結
び
つ
け
る
仕
組
み
の
構
築

○
農
家
と
シ
ニ
ア
や
退
職
者
を

つ
な
ぐ
仕
組
み
づ

く

り
。
「労
働
力
の
欲
し
い
農
家
」
と

「生
き
が
い
を
求

め
て
い
る
シ
ニ
ア
や
退
職
者
」
を

つ
な
ぐ
仕
組

み
づ
く
り

２
．
持
続
可
能
な
農
業
経
営

の
支
援
に

つ
い
て

○
加
工
用
ト
マ
ト
の
産
地
化
の
取
り
組
み

。
「加
工
用
ト
マ
ト
」
の
産
地
化
に
向
け
た
継
続
し

た
取
組

○
農
業
者
収
入
保
険
加
入
促
進
事
業
の
継
続

。
「農
業
者
収
入
加
入
促
進
支
援
事
業
」
の
次
年
度

以
降
継
続

○
ブ
ロ
ツ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援

。
経
営
体
単
位
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ン
を

支
援
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充

３
．
鳥
獣
害
対
策

に

つ
い
て

。
防
護
柵
の
未
設
置
地
域
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
域

で
設
置
が
完
了
す
る
よ
う
、
関
係
機
関
が
連
携

し
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と

・集
落
ぐ
る
み
の
獣
害
対
策
を
支
援
す
る
た
め
、
防
護

暗
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柵
設
置
や
修
繕
、
狩
猟
免
許
取
得
の
支
援
の
継
続

・
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
の
捕
獲
強
化
。
特
に
、
サ

ル
に
対
し
て
は
、
人
及
び
農
作
物

へ
の
被
害
防
止

に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

・
里
山
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
に
つ
い
て
は
、
人
里
と
獣

の
緩
衝
帯
を
作
る
な
ど
獣
害
対
策
に
も
有
効
な
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
森
林
が
有
す
る
水
源
の
涵
養

や
災
害
の
未
然
防
止
、
景
観
維
持
な
ど
の
多
面
的

機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
未
実

施
の
地
域

へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
う
こ
と

４
．
遊
休
農
地
対
策
に

つ
い
て

。
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
補
助
金
を
継
続

５
。
国

・
県

へ
の
要
望
に

つ
い
て

○
米
価
安
定
の
た
め
の
需
給
調
整
に
つ
い
て

。
土
地
利
用
型
農
業
の
持
続
的
発
展
に
は
、
米
価
の
安

定
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
国
の
責
任
に
お
い
て
適

正
な
生
産
数
量
の
配
分
に
よ
る
需
給
調
整
を
行
い
、

米
価
の
安
定
を
図
る
こ
と

。
人
口
減
少
に
加
え
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要
量
が
減

っ
て
い
る
中
で
、
２
０
年
産
米
の
在
庫
が
米
価
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
作
付
け
時
の
入

り
口
対
策
だ
け
で
な
く
、
余
剰
米
を
市
場
か
ら
隔

離
す
る
な
ど
の
出
口
対
策
も
重
要
で
す
。

国
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
ヘ

の
支
援
米
等
と
し
て
買
い
取
り
、
米
価
安
定
の
た

め
在
庫
米
の
出
口
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

○
所
得
向
上
対
策
に
つ
い
て

。
国
は
、
農
業
が
食
料
供
給
と
国
土
保
全
の
大
き
な

使
命
を
持

っ
て
い
る
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
、
若
者
が
農
業
を
職
業
と
し
て
、
他
産
業
と

同
列
の
選
択
肢
と
な
る
よ
う
国
の
責
任
に
お
い
て

収
益
の
あ
が
る
産
業
に
育
て
る
こ
と
。

ｏ
日
本
再
興
戦
略
に
お
い
て
、
米
農
家
の
所
得
向
上

に
向
け
２
０
２
３
年
ま
で
に
生
産
コ
ス
ト
を
４
割

削
減
す
る
と
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
生
産
コ
ス
ト
は
依
然
削
減
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
ア
ク
シ
ヨ
ン
プ
ラ
ン

通
り
、
他
産
業
に
も
働
き
か
け
４
割
削
減
を
実
現

す
る
こ
と
。

○
食
料
自
給
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

。
本
年
７
月
か
ら
食
と
農
を
つ
な
ぐ
国
民
運
動
と

し
て
「食
か
ら
日
本
を
考
え
る
。
ニ
ツ
ポ
ン
フ
ー
ド

シ
フ
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
認
知
度
は
低

い
こ
と
か
ら
、
真
の
国
民
運
動
と
な
る
よ
う
ア
ピ

ー
ル
し
、
米
の
消
費
拡
大
、
地
産
地
消
の
促
進
、
食

料
自
給
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
運
動
と
な
る
よ
う

強
力
に
推
し
進
め
る
こ
と
。

＊
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
意
見
書
は
、
農
業

委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

農業者の方なら広く加入できます。

加入要件

① 60歳未満の方 ②年間60日 以上農業に従事

③国民年金第 1号被保険者に該当する方

保険料額は自由に決められます。

通常加入の場合 月額 2万円から6万 7千円まで千円単位で変更可能

・終身年金で80歳までの保証付きです

・税制面で優遇措置があります

・担い手の方には、政策支援保険料の (保険料の国庫補助)があります。

一定の要件を満たす農業の担い手に対 して、保険料の国庫補助が受けられます。

積五年
農 業 者 年 金

国が支える。安心が大きくなる
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意向調査

継
続
は
米
価
安
定
、
後
継
者
確
保
は
所
得
向
上

農
業
委
員
会
で
は
、
意
見
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
農
業
者
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め

「農
業
経
営
に

関
す
る
意
向
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
令
和
２
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
新
た
な

「食
料

・
農
業

・

農
村
基
本
計
画
」
に
多
様
な
担
い
手
が
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
内
の
販
売
農
家
を

（耕
作
面

積
ｌ

ａ
以
上

・
８
兄
０
経
営
体
）
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
（回
答
者
‥
５
１
５
経
営
体
）

本
市
の
農
業
を
担

っ
て
い
る
農
業
者
の
年
齢
構
成
は
、

３
９
歳
ま
で
は
わ
ず
か
３
．
５
％
、
４
０
歳
か
ら
６
５
歳

ま
で
が
３
８
．
８
％
、
６
５
歳
以
上
が
５
７
．
７
％
、
内

８
５
歳
以
上
が
５
．
２
％
と
高
齢
化
が
顕
著
に
現
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
後
継
者
の
目
途
が
つ
い
て
い
る
者
は
、
１

２
０
人

（２
３
．
３
％
）
の
み
で
あ
り
、
多
く
は
後
継
者

が
目
途
が
つ
い
て
い
な
い
現
状
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
収
穫

前
の
調
査
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
変
化
な
し
が
約
６
割

と
最
も
多
い
回
答
と
な
り
ま
し
た
が
、
米
価
の
下
落
を

心
配
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
経
営
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
米
価
の
安
定
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

次
い
で
、
農
業
機
械
更
新
の
補
助
、
労
働
力
の
確
保
、
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
売
戦
略
、
担
い
手
の
育
成
・
確

保
と
続
い
て
い
ま
す
。

「
１
０
年
後
の
農
地
を
守
る
た
め
に
、
新
規
就
農
者
や

後
継
者
の
確
保
に
あ
た
り
必
要
な
支
援
は
何
か
。
」
と
の

問
い
に
は
、
６
割
強
の
方
が
農
業
所
得
の
向
上
と
圧
倒

的
に
多
く
、
厳
し
い
現
実
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

農
業

・
農
村
の
維
持
的
発
展
に
は
、
所
得
の
向
上
、
特

に
本
市
の
よ
う
な
土
地
利
用
型
農
業
中
心
の
地
域
に
お

い
て
は
、
米
価
の
安
定
が
必
要
不
可
欠
と
い
え
ま
す
。

(人 。(%))

*昨年の調査は全農業者が対象で、本年は販売農家を対象と

しているため回答数・率に差異が生じています。

(問 )後継者の目途はついていますか。

回   答 2021年 2020年

目途はついている 120修3.動 448(14.η

目途はついていない 27463.劾 1,203俗9.0

無 回 答 12]鬱3.動 1,393健5.0

合   計 515 3,044

(問 )農業経営を継続するため、必要なこ

とは何ですか。(該当するものに二つOを
つけてください。)     (人 ・%)

回  答 2021ノギ

米価の安定 305鬱 8.→

農業椴械更新への補助 281似 5。 鋤

農業労働力の確保 100(9.動

農産物のブランド化 84(7.7)

担い手の育成 。支援の充実 75(6.9)

* 回答数上位 5位までを抜粋 して掲載 していま

す。 (総回答数 :1,087)

(問)10年後の農地を守るために、新規就

農や後継者の確保にあたり必要な支援は何

だと思いますか。        (人 ・%)

回  答 2021年

農業所得の向上 381脩 3。 ①

農地や施設の取得支援 85(13.動

労働条件の改善 62(10.動

技術支援 48(7.9)

そ の 他 59(9.8)

合   計 605

*掲載しております意向調査は、調査の全項目が農業委員会のホームページでご覧になれます。

長
浜
市
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、
こ
の
調
査
結
果

を
重
く
受
け
止
め
、
今
後
も
農
業
者
に
寄
り
添

っ
た

取
り
組
み
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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女 性 農 業 者 の み なさん !一緒 に活 動 しましょう !

_● |―
rながは19舟篭♂嘉壇ヱ再亀f暫彗島最具亀冤琴塑魂体です。

・   ● 長浜市 内の女性農業者や農業 に関せのある女性 であれ ば、どなたでも参加 で きます。

「仲 間 が ほ しい !」「働 く環 境 を 良くしたい !」

「気 軽 に話 し合 える場 が ほ しい !」「情 報 交 換 が したい !」

ら   ら そんなみ なさんの声 を形 にすべ く、今 後 、農 業 に関する各 種 情 報 提 供 や、

会 員 同士 の 交流 会 、研 修 会 等 の 開催 を予 定 してお ります。

ご興 味 の ある方 は、下記 まで 申込 書 をご提 出ください。

何 か ご不 明 な点等 ござい ました ら、

お気軽 に下記 まで お問合 せ ください。

‐  ながはま
■アグリネットワーク

韓 ガ

ガ
甘

Ч日田瞬| ゆ

中か
‐
Ｌ

ド

静

1入令.申
込 磨本格選手豚町7萌弓rヴ撃軽局

1問合せ先 歴ゴ戸馬棚 農諒F毒藷t盤君慧話号鶏安岸in@dty・ nagahama‖glp

農業ガ賃・ 農作業料金調査集計 (令和3年 8月調査)

先般、市内農業組合からご報告いただきました農業労冥・農作業料金について、集計結果を下記のとおりとりま

とめました。◆後の農業労賃・農作業料金の目安にして下さい。

作 業 内 容
本年度料金

(平均額)

R2～ H29年度

(累計平均額)
単  位

耕 起 か ら 代 掻 き ま で 一 貫 ¬9,OOO円 18,600円 10a

耕 起 の み 8,600円 7,900円 10a

代 掻 き の み 9,400円 8,700円 10a

機 械 田 植 (苗 代 別 ) 10,300円 10,000円 10a

機 械 X」 取 (コ ン バ イ ン ) 21,400円 19,800円 10a

オペレータ賃金

トラクター 1,300円 1,300円 1時間

田 植 機 1,300円 1,300円 1時間

コンバイン 1 300円 1,300円 1時間

農 作 業 労 賃

男   性

8,600円 8,600円 1日

1,500円 19300円 1時間

女   性

8, 200円 8, 100円 1日

1 500円 1,200円 1時間

①本情報は、農地法第52条の規定に基づき、地域の農業労賃。農作業料金の目安として提供させていただくもの
です。農業労賃、作業料金は当事者で十分協議して設定して下さい。
②報告件牧が10件以上であった項目 (作業内容)を掲載しております。

③100円以下は四捨五入しております。

編集・発行 長浜市農業委員会  〒526-8501 長浜市八幡東町632番地 (長浜市役所本庁合2階 )

TELi0749(65)6549 F A Xi0749(65)」 602 E― m‖ inoui@cにy nagahamaJg,I【 )
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